
　
小
憩
後
、
俳
句
大
会
に
移
り
既
に
出
句
さ
れ

て
い
た
四
百
八
十
二
句
二
百
四
十
一
名
）
に
つ

い
て
、
講
師
及
び
連
盟
役
員
に
よ
っ
て
選
考
さ

れ
た
特
選
句
並
び
に
入
賞
句
を
高
橋
せ
つ
子
幹

事
、
北
川
秀
子
幹
事
が
披
講
し
、
表
彰
式
に
移
る
。

　
ま
ず
、
講
師
の
小
林
貴
子
先
生
よ
り
丁
寧
な

講
評
を
頂
き
、
続
い
て
楠
浩
介
北
日
本
新
聞
社

編
集
局
生
活
文
化
部
長
か
ら
北
日
本
新
聞
社
賞

を
、
中
坪
達
哉
会
長
か
ら
連
盟
賞
が
そ
れ
ぞ
れ

に
贈
呈
さ
れ
た
。（
成
績
は
別
掲
）

　
浅
野
義
信
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総

会
、
俳
句
大
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　
令
和
八
年
度
総
会
及
び
春
季
俳
句
大
会
が
、

木
々
の
緑
も
あ
ざ
や
か
な
六
月
六
日
（
土
）
午

後
一
時
よ
り
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル
に
於
い
て

九
十
七
名
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
司
会

は
荒
木
か
づ
を
幹
事
。
開
会
の
挨
拶
で
中
坪
達

哉
会
長
は
、
今
年
か
ら
気
象
用
語
に
「
酷
暑
」

が
加
わ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
「
気
象
の
変
化
で

歳
時
記
と
実
際
の
季
節
感
が
ど
う
違
っ
て
行
く
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か
を
眺
め
る
、

ま
た
時
代
の

変
化
で
見
ら

れ
る
新
た
な

光
景
を
ど
う

詠
ん
で
行
く

か
、
句
を
作

る
楽
し
み
が

増
え
た
と
も

言
え
よ
う
」

と
語
っ
た
。

　
総
会
の
議

長
に
岡
田
康

裕
理
事
を
選
出
し
中
島
平
太
事
務
局
長
が
令
和

七
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
を
行
い
、

菅
野
桂
子
監
事
が
監
査
結
果
を
報
告
し
承
認
さ

れ
た
。
さ
ら
に
令
和
八
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
を
提
案
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
一
部
改
選
に
つ
い
て
中
坪
会
長
か

ら
提
案
が
あ
り
、
四
宮
一
子
理
事
、
白
井
重
之

理
事
（
逝
去
）
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
坂
田

直
彦
氏
が
理
事
（
幹
事
よ
り
）
に
就
任
。
坂
田

直
彦
、
森
純
子
両
幹
事
の
退
任
に
伴
い
、
新
た

に
栃
原
百
合
子
、
樋
掛
も
え
ぎ
両
氏
が
幹
事
に

就
任
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は

可
決
し
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
続
い
て
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
、「
岳
」
編

集
長
小
林
貴
子
先
生
の
記
念
講
演
が
、「
今
読

み
た
い
前
田
普
羅
」
を
演
題
と
し
て
行
わ
れ
た
。

前
田
普
羅
の
俳
句
の
根
幹
を
な
す
「
地
貌
」
を

中
心
に
季
節
や
地
域
の
特
色
を
織
り
交
ぜ
、
自

然
の
姿
を
人
間
の
感
情
と
結
び
つ
け
句
を
詠
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。（
講
演

要
旨
は
別
掲
）

第 102 号

令
和
八
年
七
月
一
日
発
行

富
山
市
安
住
町
二
―
一
四

　
〒
930
―

0094
　
電
話
〇
七
六
―
四
四
五
―
三
四
四
三 

　
振
替
番
号  

金
沢
　
五

―
一
七
一
〇
八

　
北

日

本

新

聞

社

編

集

局

内

富

山

県

俳

句

連

盟

（挨拶の中坪達哉会長）

　

令
和
八
年
度

　
　
総

会

及

び

俳

句

大

会

小
林
　
貴
子

先
生
の
講
演
を
聴
く

　
富
山
県
俳
句
連
盟

　
　
夏
季
吟
行
会
（
予
告
）

　日
　時
　
七
月
十
九
日（
日
）
午
後
一
時
～
四
時

　会　
場
　
富
山
大
学
人
文
学
部
校
舎

　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
富
山
市
五
福
）

　
　
　
　
　
呉
羽
山
、
城
山
、
五
福
界
隈
、
富
山
大
学
キ
ャ

　
　
　
　
　
ン
パ
ス
等
を
吟
行
。

　
　
　
　
　
ヘ
ル
ン
文
庫
見
学
会（
希
望
者
は
午
前
十
時
に

　
　
　
　
　
人
文
学
部
玄
関
前
に
集
合
）

　締　
切
　
十
一
時
半
厳
守

　会
　費
　
二
句
出
句
　
千
円

　交

通
　
市
電
利
用
　
富
山
駅
よ
り
大
学
前
行
き

　
　
　
　
終
点
下
車
　
十
五
分
程
度

　
　
　
　
バ
ス
利
用
　
富
山
駅
よ
り
高
岡
駅
、

　
　
　
　
小
杉
、
新
湊
、
富
大
付
属
病
院
方
面

　
　
　
　
行
き

　
　
　
　
富
山
大
学
前
下
車
　
二
十
分
程
度

　
合
同
句
集
（
第
五
十
一
集
）

　
　原

稿

募

集

　
句
集
を
次
の
と
お
り
刊
行
い
た
し
ま
す
。

同
封
の
原
稿
用
紙
に
よ
り
全
員
こ
ぞ
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

〇
作
品
数
　
十
五
句
（
令
和
七
年
七
月
か
ら

令
和
八
年
六
月
ま
で
の
自
選
句
）

〇�

記
載
要
領
　
所
定
の
原
稿
用
紙
に
姓
号
、

（
ふ
り
が
な
）
作
品
（
春
夏
秋
冬
の
順
が
望

ま
し
い
）
本
姓
名
、
生
年
月
日
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
所
属
結
社
ま
た

は
句
会
名
を
記
載
す
る
。
希
望
者
は
住
所

等
の
未
掲
載
も
可
。

　�

か
な
づ
か
い
は
新
旧
混
用
せ
ず
何
れ
か
に

必
ず
〇
を
付
け
る
こ
と
。

〇
締
　
切
　
七
月
二
十
五
日（
土
）期
日
厳
守
。

〇
出
句
料
　
三
千
円
（
一
冊
進
呈
）

　�

同
封
の
振
替
用
紙
で
原
稿
発
送
と
同
時
に

郵
便
局
へ
払
い
込
む
こ
と
。

〇
送
付
先
　
〒
九
三
五—

〇
〇
〇
五

　
　
氷
見
市
栄
町
一
〇—

二
六

　
　
　

坂
　
田
　
直
　
彦
　
方

　
　
富
山
県
俳
句
連
盟
合
同
句
集
係
宛

〇
刊
行
予
定
　
十
月
三
日

　富
山
県
芸
術
祭
主
催

　富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加

　富
山
県
俳
句
連
盟
秋
季
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
講

師
　
料
理
人

経
　
沢
　
信
　
弘

先
生

　
日

時
　
十
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時

　
会

場
　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

　
※

越
の
讃
歌
、
募
集
句
の
テ
ー
マ
「
海
」



◇

小
　
林
　
貴
　
子

先
生

特
選
句
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義
　
信
選

か
づ
を
選

冬
　
青
選

可
津
志
選

こ
う
き
選

喜
　
子
選

康
　
裕
選

芙
　
美
選

城
　
子
選

弥
　
生
選

秀
　
子
選

美
智
子
選

洋
　
子
選

直
　
彦
選

一
　
子
選

桂
　
子
選

恵
　
子
選

昭
　
夫
選

　
勇
　
選

せ
つ
子
選

眞
知
子
選

寿
　
山
選

春
炬
燵
母
の
ぬ
り
絵
の
鳩
飛
ん
で

春
愁
や
止
ま
ぬ
戦
の
果
て
し
な
く

菜
の
花
の
和
え
物
添
え
て
介
護
食

百
歳
の
小
さ
き
欠
伸
春
の
雲

母
の
忌
や
身
を
の
せ
て
切
る
寒
の
餅

曲
が
り
た
る
十
指
い
と
し
む
弥
生
尽

覚
め
き
ら
ぬ
か
は
づ
の
背
へ
鍬
の
先

う
ら
ら
か
や
屋
根
に
大
工
の
腰
袋

空
腹
は
幸
福
な
こ
と
春
耕
す

海
へ
山
へ
空
へ
伸
ば
す
手
子
ら
の
春

世
界
中
同
じ
青
空
鯉
幟

初
蝶
の
過
去
を
持
た
ざ
る
白
さ
に
て

椿
見
て
落
椿
見
て
帰
り
け
り

喪
の
客
に
ひ
と
し
く
降
れ
り
春
の
雪

十
数
へ
風
呂
上
が
る
癖
昭
和
の
日

真
似
て
み
る
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
や
春
め
く
日

イ
ヤ
リ
ン
グ
今
は
補
聴
器
山
笑
ふ

う
か
〳
〵
と
転
び
涅
槃
の
空
つ
か
む

向
き
合
う
て
芋
植
う
畝
に
風
走
る

母
の
忌
や
身
を
の
せ
て
切
る
寒
の
餅

う
ら
ら
か
や
百
寿
の
母
の
髪
を
梳
く

ぼ
か
し
絵
と
化
し
て
一
村
杉
花
粉

二
俣
れ
い
子

川
上
　
美
佐

𠮷
田
　
憲
子

二
俣
れ
い
子

中
尾
　
三
久

大
倉
　
寿
恵

木
澤
　
迪
子

加
能
　
雅
臣

斉
藤
　
孝
臣

荒
田
眞
智
子

石
田
　
英
子

森
野
　
　
稔

室
井
千
鶴
子

室
井
千
鶴
子

斉
藤
　
孝
臣

池
田
　
衣
舞

堀
　
　
礼
子

荒
木
　
陽
子

樋
掛
も
え
ぎ

中
尾
　
三
久

石
黒
　
順
子

林
　
　
紀
男

◇

連

盟

選

者

特

選

句

こ

れ

ほ

ど

に

大

陸

近

し

霾

れ

り
　
　
　
武
田
　
律
子

梨

の

花

夕

べ

は

夕

の

色

と

な

り
　
　
　
釜
谷
　
春
雄

雪

吊

解

く

支

柱

に

縄

を

絡

め

つ

つ
　
　
　
石
川
　
彰
子

春

月

を

あ

げ

潮

騒

の

子

守

歌
　
　
　
谷
　
　
順
子

雪

に

ひ

ろ

げ

晒

す

楮

に

日

の

匂

ひ
　
　
　
北
川
　
秀
子

平
　
太
選

広
　
美
選

達
　
哉
選

睦
　
子
選

美
知
子
選

多
佳
子
選
　

真
智
子
選

幸
　
子
選

あ
つ
子
選

千
鶴
子
選

純
　
子
選

敬
　
三
選

　
稔
　
選

と
お
る
選

言
の
葉
が
春
風
に
な
る
絵
本
館

足
付
き
の
御
膳
十
客
朧
月

母
の
忌
の
手
押
し
車
や
花
蘇
枋

潮
の
香
の
変
は
る
荒
磯
涅
槃
西
風

起
き
伏
し
の
母
の
影
な
す
春
障
子

庭
に
立
つ
父
の
面
影
松
の
芯

本
の
帯
は
ら
り
と
落
ち
て
夜
の
朧

生
き
て
来
し
思
ひ
出
胸
に
山
櫻

探
梅
や
脇
道
と
い
ふ
新
天
地

百
歳
の
小
さ
き
欠
伸
春
の
雲

イ
ヤ
リ
ン
グ
今
は
補
聴
器
山
笑
ふ

母
の
忌
や
身
を
の
せ
て
切
る
寒
の
餅

遺
さ
れ
し
椅
子
の
生
む
影
春
の
窓

春
炬
燵
母
の
ぬ
り
絵
の
鳩
飛
ん
で

長
谷
川
知
子

小
泉
　
恵
子

松
谷
眞
佐
子

新
村
美
那
子

野
中
多
佳
子

高
橋
せ
つ
子

野
中
多
佳
子

岡
本
　
芙
美

杉
本
　
恵
子

二
俣
れ
い
子

堀
　
　
礼
子

中
尾
　
三
久

高
木
　
昭
夫

二
俣
れ
い
子

◇

入
　

賞
　

句

畑
返
す
老
い
の
二
人
に
見
合
ふ
だ
け
　
　
　
　
　
村
田
　
昇
治

　
　
六
　
位
　
５
点

豪
農
の
館
に
文
庫
梅
真
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
升
田
　
義
次

春
耕
や
楽
し
み
作
る
農
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
　
伸
子

椿
見
て
落
椿
見
て
帰
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
室
井
千
鶴
子

探
梅
や
脇
道
と
い
ふ
新
天
地
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
恵
子

春
愁
や
一
日
切
符
の
始
発
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
悦
子

春
炬
燵
母
の
ぬ
り
絵
の
鳩
飛
ん
で
　
　
　
　
　
　
二
俣
れ
い
子

十
数
へ
風
呂
上
が
る
癖
昭
和
の
日
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
孝
臣

鉛
筆
を
舐
め
れ
ば
濃
し
昭
和
の
日
　
　
　
　
　
　
久
保
　
俊
一

若
布
茹
で
父
の
漁
舟
の
匂
ひ
ふ
と
　
　
　
　
　
　
橋
本
し
げ
こ

　
　
七
　
位
　
４
点
（
特
選
１
）

足
付
き
の
御
膳
十
客
朧
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
恵
子

曲
が
り
た
る
十
指
い
と
し
む
弥
生
尽
　
　
　
　
　
大
倉
　
寿
恵

潮
の
香
の
変
は
る
荒
磯
涅
槃
西
風
　
　
　
　
　
　
新
村
美
那
子

覚
め
き
ら
ぬ
か
は
づ
の
背
へ
鍬
の
先
　
　
　
　
　
木
澤
　
迪
子

　
俳
人
協
会
富
山
県
支
部

　
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
　
　
協
会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

日
　
時
　
　
九
月
二
十
三
日
（
水
・
秋
分
の
日
）
午
後
一
時

　

会
　
場
　
　
富
山
電
気
ビ
ル
四
階
光
の
間
　

　

講
　
師
　
　
藺
草
　
慶
子

先
生

　

　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
度
俳
人
協
会
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　

俳
人
協
会
評
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　「
秀
」
同
人
「
星
の
木
」
所
属

　
　
天
　
位
　
８
点
（
特
選
１
）

起
き
伏
し
の
母
の
影
な
す
春
障
子
　
　
　
　
　
　
野
中
多
佳
子

　
　
地
　
位
　
８
点

耕
し
の
両
手
に
長
し
生
命
線
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尾
と
お
る

　
　
人
　
位
　
７
点
（
特
選
２
）

イ
ヤ
リ
ン
グ
今
は
補
聴
器
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
礼
子

　
　
四
　
位
　
７
点
（
特
選
１
又
は
な
し
）

立
山
の
夜
明
け
は
峡
の
辛
夷
よ
り
　
　
　
　
　
　
小
坂
優
美
子

弁
当
は
親
子
の
絆
卒
業
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
﨑
　
寛
子

喪
の
客
に
ひ
と
し
く
降
れ
り
春
の
雪
　
　
　
　
　
室
井
千
鶴
子

行
く
雁
の
声
落
し
ゆ
く
黒
部
川
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
順
子

菜
の
花
の
和
え
物
添
え
て
介
護
食
　
　
　
　
　
　
𠮷
田
　
憲
子

言
の
葉
が
春
風
に
な
る
絵
本
館
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
知
子

　
　
五
　
位
　
６
点

春
う
ら
ら
砂
場
に
並
ぶ
小
さ
き
尻
　
　
　
　
　
　
細
野
　
千
里

白
梅
や
た
と
へ
ば
手
漉
和
紙
の
い
ろ
　
　
　
　
　
川
井
　
城
子

う
か
〳
〵
と
転
び
涅
槃
の
空
つ
か
む
　
　
　
　
　
荒
木
　
陽
子

卒
業
の
門
出
最
後
の
チ
ャ
イ
ム
鳴
る
　
　
　
　
　
栃
原
百
合
子

合
格
子
の
外
し
て
見
せ
る
腕
時
計
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
和
子

　
富
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
秋
季
吟
行
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

日
　
時
　
九
月
二
十
六
日
（
土
）
午
前
十
時
受
付
開
始

　

会
　
場
　
岩
瀬
カ
ナ
ル
会
館

　

吟
行
地
　
会
場
の
近
隣
地
域

　

参
加
費
　
二
句

千
円
（
当
日
会
場
受
付
時
に
支
払
い
）

　
　
　
　
　

会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

春
季
俳
句
大
会
作
品
抄

春
季
俳
句
大
会
作
品
抄



　〔３〕第 102 号 令和８年７月１日富 山 県 俳 句 連 盟 会 報

　
「
岳
」
俳
句
会
は
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）

年
に
創
刊
さ
れ
、
創
刊
当
時
か
ら
「
風
土
」
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
昭
和
三
十
年
、
能
村

登
四
郎
の
白
川
郷
、
沢
木
欣
一
の
能
登
塩
田
の

連
作
が
注
目
さ
れ
、「
風
土
俳
句
」
が
俳
句
の

世
界
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
は
、
旅
人
が
そ
の
土
地
を
取
材
し
て

作
る
「
吟
行
句
」
で
し
た
。
そ
こ
で
、
長
野
や

富
山
の
よ
う
な
地
方
に
住
む
我
々
に
と
っ
て
、

「
風
土
俳
句
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
は
切
実

な
問
題
で
し
た
。
風
土
と
い
う
言
葉
に
は
、
都

鄙
意
識
、
都
会
へ
の
抵
抗
感
、
地
方
に
生
き
る

こ
と
の
受
容
な
ど
、
複
雑
な
感
情
が
内
包
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
、「
岳
」
創
刊

二
〇
〇
号
記
念
号
で
、
宮
坂
主
宰
の
発
案
で
、

四
十
八
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
前
田
普
羅
の
特
集
を

組
み
ま
し
た
。

　
普
羅
は
句
集
『
春
寒
浅
間
山
』
の
序
文
で
「
自

然
を
愛
す
る
と
謂
ふ
以
前
に
ま
づ
地
貌
を
愛
す

る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
此
の
山
は
、

此
の
渓
谷
は
、
此
の
高
原
は
、
何
故
に
か
く
在

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
思
っ
た
の
が
其
れ

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
い
づ
れ
に
し
て
も
其
の
在

る
が
儘
の
姿
の
依
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由

が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
貌
は
地
球
自
ら
の
収
縮

と
爆
発
と
、
計
る
べ
か
ら
ざ
る
永
い
時
て
ふ
力

　
　
　
　
　
今
読
み
た
い
前
田
普
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
、「
岳
」
編
集
長

講
演
要
旨

も
て
削
ら
れ
、
砕
か
れ
、
又
沈
殿
集
積
さ
れ
た

る
姿
で
あ
る
。
そ
の
地
形
は
風
を
さ
へ
ぎ
り
水

を
阻
み
、
風
を
呼
び
水
を
招
き
、
其
処
に
各
独

自
の
理
想
を
有
す
る
地
形
が
出
来
上
っ
て
居
た
、

一
つ
一
つ
の
地
塊
が
異
な
る
如
く
、
地
貌
の
性

格
も
又
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
空
の
色

も
野
山
の
色
も
た
が
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
謂
は

ん
や
そ
れ
ら
の
間
に
抱
か
れ
た
る
人
生
に
は
、

地
貌
の
母
の
性
格
に
よ
る
、
独
自
の
も
の
を
有

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　
「
地
貌
」
は
地
学
用
語
で
「
地
表
面
の
形
状
」

を
意
味
し
ま
す
が
、
普
羅
は
そ
れ
以
上
に
深
い

意
味
を
与
え
ま
し
た
。
大
地
に
は
山
、
谷
、
川
、

野
原
な
ど
、
一
つ
一
つ
固
有
の
「
貌
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
土
地
の
地
形
が
風
や
水
を
遮
っ
た

り
招
い
た
り
す
る
こ
と
で
独
自
の
気
象
を
生
み
、

そ
こ
に
住
む
人
間
の
生
活
や
気
質
に
も
影
響
を

与
え
ま
す
。
俳
句
は
、
そ
の
土
地
ご
と
に
異
な

る
「
貌
」
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
、

普
羅
は
考
え
た
の
で
す
。

　
第
一
句
集
『
普
羅
句
集
』
は
昭
和
五
年
に
刊
行
。

　
　
人
殺
す
我
か
も
知
ら
ず
飛
ぶ
螢
　
普
羅

　
大
正
二
年
作
、
人
間
が
状
況
次
第
で
人
を
殺

す
存
在
に
な
り
う
る
と
見
据
え
た
厳
し
い
自
己

省
察
の
句
で
、
現
代
的
な
感
性
を
持
つ
句
で
す
。

　
大
正
十
二
年
、
関
東
大
震
災
で
自
宅
が
焼
失

し
た
後
、
普
羅
は
焦
げ
た
鈴
を
唯
一
の
残
存
物

と
し
て
見
出
し
、
そ
の
後
の
住
ま
い
を
「
焦

し
ょ
う
れ
い鈴

舎し
ゃ

」
と
命
名
。「
辛
夷
」
に
発
表
す
る
自
句
欄

の
タ
イ
ト
ル
を
「
焦
鈴
舎
句く

屑せ
つ

」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
十
二
年
、「
甲
斐
の
山
々
」
と
前
書
の

あ
る
、

　
　
茅
枯
れ
て
み
づ
が
き
山
は
蒼そ

天ら

に
入
る

　
　
霜
つ
よ
し
蓮
華
と
ひ
ら
く
八
ケ
嶽

　
　
駒
ケ
嶽
凍
て
て
巌
を
落
し
け
り

　
　
茅
ケ
嶽
霜
ど
け
径
を
糸
の
ご
と

　
　
奥
白
根
か
の
世
の
雪
を
か
が
や
か
す

　
こ
の
五
句
が
普
羅
の
代
表
句
と
な
っ
て
い
ま

す
。
飯
田
蛇
笏
の
山
廬
を
訪
れ
て
、
普
羅
は
何

度
も
山
中
を
歩
く
の
で
す
が
、
登
山
を
す
る
の

で
は
な
く
、
麓
や
渓
谷
を
渉
猟
し
た
の
で
す
。

　
続
く
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
句
集
『
春

寒
浅
間
山
』『
飛
驒
紬
』『
能
登
青
し
』
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
浅
間
山
や
白
根
山
を
詠
ん
だ
句

と
、
飛
驒
を
詠
ん
だ
句
と
、
能
登
を
詠
ん
だ
句

と
を
一
冊
の
句
集
に
入
れ
る
の
は
自
分
の
本
意

と
異
な
る
と
い
う
わ
け
で
、
国
別
三
部
作
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
「
地
貌
」
を
重
視
す
る

普
羅
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
『
春
寒
浅
間
山
』

　
　
春
星
や
女
性
浅
間
は
夜
も
寝
ね
ず

　
春
の
火
山
の
情
念
を
表
現
し
、
加
藤
楸
邨
が

〈
冬
の
浅
間
は
胸
を
張
れ
よ
と
父
の
ご
と
〉
と

冬
の
浅
間
山
を
男
性
的
に
捉
え
た
の
と
好
対
照

で
す
。
私
は
浅
間
山
と
対
面
す
る
た
び
、
ど
ち

ら
の
句
の
捉
え
方
も
真
実
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

　『
飛
驒
紬
』

　
　
乗
鞍
の
か
な
た
春
星
か
ぎ
り
な
し

　
浅
間
と
同
様
に
、
乗
鞍
の
星
も
美
し
い
で
す

ね
。

　『
能
登
青
し
』

　
　
蝮は

み

捨
て
に
出
て
福
浦
に
顔
う
つ
る

　
清
冽
な
能
登
の
海
を
捉
え
た
句
と
と
も
に
、

こ
の
「
蝮
」
の
句
な
ど
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
の

特
色
を
こ
の
地
の
こ
と
ば
で
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
年
、
富
山
空
襲
に
て
被
災
し
た
後
、

普
羅
の
晩
年
は
、
安
住
の
地
を
求
め
て
さ
す
ら

い
続
け
る
と
い
う
厳
し
い
境
遇
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
秋
風
の
吹
き
く
る
方
に
帰
る
な
り

　
放
浪
か
ら
再
び
富
山
に
帰
る
普
羅
の
心
の
内

に
は
「
秋
風
」
が
吹
き
止
ま
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
普
羅
の
「
地
貌
」
か
ら
発
想
し
、
宮
坂
静
生

は
「
地
貌
季
語
」
を
提
唱
し
、
三
十
年
以
上

に
わ
た
り
、
蒐
集
と
提
唱
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
言
葉
で
ま
だ
季
語
に
な
っ
て
い
な

い
け
れ
ど
、
季
語
と
同
様
の
は
た
ら
き
を
持
つ

言
葉
で
す
。
一
例
と
し
て
、
北
陸
の
「
桜
隠
し
」、

富
山
の
「
バ
タ
バ
タ
茶
」、
雪
国
の
「
木
の
根

開
く
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
運
動
の
成
果
と
し

て
地
貌
季
語
の
一
部
は
角
川
の
新
し
い
大
歳
時

記
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
頂
い
て
い

る
富
山
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
普
羅
は
横
浜
ま
た
は
東
京
生
れ
、
演
劇
や
歌

沢
を
好
ん
だ
と
い
う
面
か
ら
、
そ
の
本
来
は
繊

細
な
趣
味
人
、
都
会
人
で
あ
る
と
、
飯
島
晴
子

さ
ん
は
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
普
羅
の
俳
句
を

自
身
も
思
い
が
け
な
い
方
へ
広
げ
た
の
が
「
地

貌
」
と
い
う
観
点
で
あ
り
、
さ
す
ら
い
の
後
半

生
と
相
俟
っ
て
、
生
へ
の
葛
藤
や
抵
抗
や
受
容
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
句
と
し
て
残
す
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
葛
藤
や
抵
抗
は
感

受
性
の
強
い
人
ほ
ど
鋭
敏
に
感
受
し
て
し
ま
う

も
の
で
す
が
、
創
作
活
動
こ
そ
が
そ
の
葛
藤
へ

の
応
答
で
あ
り
、
心
を
解
き
放
つ
営
み
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



連
盟
会
報
102
号
を
こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

尚
、
会
報
担
当
は
今
回
か
ら
高
田
勇
氏
に
変

わ
り
、
樋
掛
も
え
ぎ
が
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
次
回
103
号
は
令
和
八

年
十
二
月
一
日
発
行
予
定
で
す
。
会
報
に
関

す
る
記
事
等
が
あ
れ
ば
原
稿
用
紙
に
記
入
の

上
、
左
記
に
送
付
下
さ
い
。

送
付
先
　
樋
掛
も
え
ぎ

〒
九
三
九
︱
一
三
三
五
　
砺
波
市
鷹
栖
一
三
七
五

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
六
三
）
三
二—

一
〇
二
〇

　第
44
回

と
や
ま
文
学
賞
作
品
募
集

俳
　
句
　
未
発
表
句
　
二
十
句

　�

　（
手
書
き
の
場
合
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
、

　
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
原
稿
は
20
字
20
行
）

締
　
切
　
令
和
八
年
九
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
〒
930—

0096
富
山
市
舟
橋
北
町
七
︱
一

　
　
　
　（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
〈
と
や
ま
文
学
賞
〉
係
宛

　令和８年７月１日 富 山 県 俳 句 連 盟 会 報 　第 102 号〔４〕

収　　　入　　　の　　　部

科　目 予算額（A） 決算額（B）差（B－A） 備　　　　考 科　目 予算額（A） 決算額（B）差（A－B） 備考（決算の内訳）

繰 越 金 1,437,023 1,437,023 0 事 務 費 380,000 198,609 181,391 通信費 150,562
消耗品費 16,181 その他 31,866

過年度分会費 15,000 15,000 0 事 業 費 1,000,000 1,037,224 － 37,224
総会・春季大会 595,270
夏季吟行会 51,219
秋季大会 251,762
会報 122,473 越の賛歌 16,500

助 成 金 150,000 150,000 0 富山県芸術文化協会より 交 通 費 200,000 156,700 43,300

寄 附 金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

5,000

750,000

60,000

3,497,023

94,920

738,000

58,208

3,609,151

89,920

－ 12,000

－ 1,792

112,128

第50集　購入246部

夏季吟行会参加費、利息

負 担 金

合同句集代金

雑 支 出

予 備 費

合　計

55,000

920,000

40,000

822,023

3,497,023

35,000

905,850

2,640

0

2,403,904

20,000

14,150

37,360

822,023

1,093,119

富山県芸術文化協会負担金

第50集　300部発行

振込手数料

寄 附 金 5,000 5,000 0 負 担 金 55,000 55,000 0 富山県芸術文化協会負担金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

720,000

60,000

3,175,247

750,000

60,000

3,497,023

－ 30,000

0

－ 321,776

第51集

夏季吟行会参加費、利息

合同句集代金

雑 支 出

支出計

予 備 費

合　計

920,000

40,000

2,545,000

630,247

3,175,247

920,000

40,000

2,675,000

822,023

3,497,023

0

0

－ 130,000

－ 191,776

－ 321,776

第51集発行

払込手数料 他

収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

科　目

繰 越 金

会　　費

過年度分会費

助 成 金

予算額（A）

1,205,247

1,020,000

15,000

150,000

前年度予算額（B）

1,437,023

1,080,000

15,000

150,000

差（A－B）

－ 231,776

－ 60,000

0

0

備　　　　考

Ｒ８年度分会費

富山県芸術文化協会より

科　目

事 務 費

会 議 費

事 業 費

交 通 費

予算額（A）

350,000

80,000

900,000

200,000

前年度予算額（B）

380,000

80,000

1,000,000

200,000

差（A－B）

－ 30,000

0

－ 100,000

0

備　　　　考
通信費 240,000
消耗品費 50,000 その他 60,000

総会・俳句大会 720,000
会報 150,000 その他 30,000

会　　費 1,080,000 1,116,000 36,000 Ｒ７年度分会費 会 議 費 80,000 67,881 12,119

支　　　出　　　の　　　部

令 和 ８ 年 度　予　算　計　画　書

令 和 ７ 年 度　決　算　報　告　書

（収支差額（収入合計－支出合計）1,205,247 円 は次年度へ繰越）

（単位：円）

（単位：円）

◇
受
　
賞

〇
令
和
七
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
文
化
功
労
者
）

　
　
中
坪
　
達
哉
　
　
　
　
令
和
７
・
11
・
19

〇
第
44
回
と
や
ま
文
学
賞
佳
作
　
荒
田
眞
智
子

◇
消
息

〇
富
山
県
現
代
俳
句
協
会
は
、
三
月
二
十
九
日

令
和
八
年
度
定
期
総
会
を
富
山
県
教
育
文
化
会

館
で
開
催
し
た
。
そ
の
後
春
季
俳
句
大
会
が
行

わ
れ
た
。
会
員
七
十
一
名
が
事
前
に
一
句
ず
つ

投
句
し
、
当
日
参
加
者
四
十
二
名
の
互
選
で
入

賞
句
を
選
ん
だ
。

天
位
　
日
め
く
り
は
命
日
の
ま
ま
大
晦
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
泰
信

地
位
　
の
ど
け
し
や
施
設
の
母
の
Ｖ
サ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
孝

人
位
　
春
夕
焼
妻
は
浄
土
へ
行
っ
た
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尾
と
お
る

〇
第
五
回
県
現
代
俳
句
協
会
賞

受
賞
　
今
日
も
ま
た
海
を
見
て
い
る
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
孝

準
賞
　
黄
泉
国
の
こ
と
は
幻
覚
桃
は
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
野
　
　
稔

準
賞
　
海
鳴
り
に
倒
る
る
野
菊
立
つ
野
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
道
代

〇
滑
川
市
俳
句
大
会
が
令
和
七
年
十
一
月
二
十

九
日
滑
川
市
博
物
館
で
開
催
。
講
師
は
川
井
城

子
富
山
県
俳
句
連
盟
幹
事
、「
表
情
」
主
宰
。

演
題
は
「
先
人
達
の
名
言
に
触
れ
て
」。

川
井
　
城
子
　
特
選

　
軍
手
脱
ぎ
濡
れ
土
の
香
や
芋
畑
　
高
橋
　
祐
一

　
す
す
き
原
一
山
押
し
上
ぐ
ほ
ど
に
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
せ
つ
子

　
早
稲
の
香
と
磯
の
香
せ
め
ぎ
合
ふ
越
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
か
づ
を

岩
城
　
鯉
汀
　
特
選

　
神
の
留
守
山
姥
守
る
村
社
　
西
加
山
さ
よ
子

編

集

後

記

町
田
　
宙
児
　
特
選

　
風
の
盆
根
付
け
さ
ら
り
と
揺
ら
し
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
井
　
富
子

〇
魚
津
市
の
俳
誌
「
喜
見
城
」（
代
表
川
上
弥
生
）

が
令
和
七
年
十
一
月
号
で
創
刊
九
百
号
を
迎
え

た
。
一
九
四
九
年
創
刊
。
喜
見
城
は
蜃
気
楼
の

別
名
。

◇
句
集
等
出
版
紹
介

句
集「
今
生
の
一
刻
」く
ろ
せ
行
雲
　
令
７
・
12

句
集「
十
五
年
」森
野
稔
　
　
　
　
　
令
７
・
12

合
同
句
集「
連
峰
」み
の
り
俳
句
会
　
令
８
・
３

◇
訃
報

県
俳
句
連
盟
理
事
　
白
井
　
重
之
氏

　
　
令
和
八
年
三
月
二
十
四
日
、
ご
逝
去

　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。


